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研究要旨： 本研究は、職場における女性の健康管理のため、E ラーニングを研修として行う

ようなツール作成を目的とした。昨年度に検討した女性の健康課題に関する E ラーニングコ

ンテンツの内容から、既に発信されているものとの重複を避け、管理職、同僚や人事、産業

保健スタッフを対象者とした。職場における女性の健康課題についての知識を有する産業医

3 名と分担者が、先行する企業の中で実際に実施しているもの、してほしいもの、したいもの

等の観点で洗い出して項目を作成し、5 分程度のコンテンツになるよう内容を調整した。コン

テンツ内容はパワーポイントを使用して作成し、作成したパワーポイントは全員で共

有し、読みやすさ・見やすさ・わかりやすさを確認したうえで過不足や表現についてデ

ィスカッションしながらブラッシュアップを行った。また、産業保健スタッフが企業内で行う

研修のもととしての E ラーニング動画となることも意識して作成した。最終的な動画

は統一性を確認し、様々な修正を経て、付属する 10 本のコンテンツ（タイトル「なぜ、

事業場で女性の健康管理を行うのか？」「女性健康課題に関する医学的な基礎知識」「健康

課題が業務パフォーマンスに与える影響」「関連する法令と企業の安全配慮義務」「利用可能

な会社制度や相談窓口に関する情報」「相談体制の整備」「事業場内の連携」「医療機関との

連携」「自企業の現状の把握のススメ」）として作成した。研修としての E ラーニングを流

しているだけではなく、見てもらえるようにすることを重視し、ひとつの動画を短く設

計して作成したが、短時間となる分どの内容を入れ、どの内容を削減するか、特に男性

労働者、女性労働者ともに知識を普及させ、理解促進を進めることが必要であると考え

られ、全員でディスカッションを重ねて作成した。今後は、この動画をもとに職場にお

ける女性の健康課題に関する研修をどのように実施してもらうか、どう研修を組み立

てていくのかを検討する必要があると考えられた。 
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Ａ．目的 
2024年度から開始した健康日本 21（第 3

次）では 1)、ライフコースアプローチが提唱さ

れ、新たに「女性の健康」に関する項目が建

てられた。女性活躍推進法においても、企

業が女性特有の健康課題に取り組むよう改

正されており 2)、女性の健康課題が職場の

健康課題のひとつとしての社会認識が醸成

されつつある。就労世代である 20～60 代の

女性労働者は現在の日本においては、出

産・育児・介護など自分と家族のライフイベ

ントに左右されやすいうえ、月経・閉経に関

連するトラブル、女性がんの発症など、健康

問題を抱えやすい。月経直接関連する疾患

以外にも、貧血、腫瘍、不妊治療、骨粗しょ

う症、うつ病なども月経に関連して発症する

こともある。女性労働者における健康課題は

幅広く、心理社会的な影響が関わること

も知られており、働き方改革やメンタル

ヘルス対策と絡めた包括的な支援も検討

の余地がある。 
以上を踏まえ、本研究は、職場における

女性の健康管理のため、研修として使用で

きる E ラーニングツールの作成を目的とした。

昨年度に検討した女性の健康課題に関する

E ラーニングコンテンツの内容から、既に

様々なウェブサイト等から発信されているも

のとの重複を避け、管理職、同僚や人事か

らのラインケア、産業保健スタッフによるケア

を対象とした E ラーニングコンテンツとした。

特に、昨年度に意見聴取した動画作成の専

門家から「興味のない動画は短くないと研修

として成り立たたない」との助言を受けたこと

から、1 本の動画はなるべく時間を短く設定

することとした。動画にはEラーニングコンテ

ンツとしての特徴だけではなく、産業保健ス

タッフ等が企業で実際に研修会として使用

するコンテンツの素案としての動画となること

も意識した。 
 
Ｂ．方法 
 職場の健康管理に精通し、女性の健康課

題についての知識を有する産業医 3 名と分

担者が、E ラーニングコンテンツの項目リスト

を作成した。それぞれの立場や担当企業等

の背景を踏まえてリストに意見を出し、必要

な内容を更新した。4名でEラーニング動画

のもととなるものをパワーポイントで作成して

全員に共有し、過不足や表現についてディ

スカッションしながらブラッシュアップを行っ

た。産業保健の研究者である 3 名は、作成

したリスト及び E ラーニングのパワーポイント

を確認し、表現方法や記載、内容について

意見を出した。最終的に、リストとパワーポイ

ントは全員で共有して合意した。作成したパ

ワーポイントを外部業者に依頼し、動画作成

を行った。 
 
Ｃ．結果 
1）E ラーニングコンテンツ項目リストの作成 
 企業の中で実際に実施しているもの、して

ほしいもの、したいもの等の観点で 4 名が洗

い出し、添付１の通り項目を作成した。おお

むね 5 分程度のコンテンツになるように調整



し、それぞれのパワーポイントで作成する主

なポイントの内容を作成した。 
リスト化された項目について、全員でディ

スカッションを行い、①22 項目は多く、全て

を見ることは困難、②6～8 の項目の管理職

に求められるスキルについて、支援者のスキ

ルとしては大事であるが研修動画としての優

先順位は低い、③9～13 の項目のシナリオ

について、シナリオや疾患をどう抽出してスト

ーリーを作成するかを検討する必要がある、

④シナリオや管理職のスキルは動画ではな

い方法での研修の方が効果的、⑤17～20
の全ての労働者を対象とした項目は、支援

者は知る必要があるが、今回のターゲットか

らは外れる、といった意見があった。全員で

内容まで確認した結果、以下の通り E ラー

ニングコンテンツを作成することとした。 

1）なぜ、事業場で女性の健康管理を行うの

か？ 
2）女性健康課題に関する医学的な基礎知

識 
3）健康課題が業務パフォーマンスに与える

影響 
4）関連する法令と企業の安全配慮義務 
5）利用可能な会社制度や相談窓口に関す

る情報 
6）相談体制の整備 
7）事業場内の連携 
8）医療機関との連携 
9）自企業の現状の把握のススメ 

対象者は事業者、人事労務担当者、管理

職を主軸とし、項目1～3は対象者に産業保

健スタッフを追加、項目 6, 8, 9 は管理職を

外し、産業保健スタッフを対象に追加とする

こととした。 
 
2）Eラーニングコンテンツの内容の作成と動

画の作成 
 E ラーニングコンテンツ内容としての

パワーポイントを添付２に示す。作成し

たパワーポイントは全員で共有し、読み

やすさ・見やすさ・わかりやすさを確認し

た。E ラーニングコンテンツの動画作成

に当たり、作成したパワーポイントをど

のような動画とするか検討を行った。い

かに見てもらえるかを第1の主眼を置くことと

してディスカッションし、動画は 5 分程度に

すること、見てもらうために文字を目で追っ

てもらう形で作成することとした。企業内で誰

か講師を立てて研修する場合には、講師が

スピーカーとなるため、もと資料としての役割

を果たせるようにした。法令については法学

の専門家に指導を仰ぎ確認した。 
 動画の作成にあたっては、まず動画制作

会社とイメージ、色彩や方向性を共有し、10
本が統一した作成形式となるよう依頼した。

文章の変更については、できる限り、意図し

た内容との齟齬がないようにした。また、イラ

ストを適宜追加した。それぞれの動画が作

成できた時点で内容を全員で確認し、修正

を依頼したうえで完成させた（添付する 10
本の動画コンテンツ）。 
 
Ｄ．考察 



本研究により、管理職や人事・同僚から

のラインケア、産業保健スタッフによる

ケアを対象とした女性の健康課題に関す

る一覧のリストとその E ラーニングコン

テンツ動画を作成した。研究班メンバー

の経験上、E ラーニングは流して聞いて

いるだけになってしまうことが多々あり、

見てもらえなくなることを避けるという

点を重視したため、ひとつの動画を短く

設計したが、その分時間が限られること

になるため、どの内容を入れ、どの内容を

削減するかの検討は容易ではなかった。

近年、女性特有の健康課題による労働損失

の高さが指摘され 3)、女性労働者が比較的

多い企業や健康経営を推進する大企業を

中心として職場の健康課題のひとつとして

の認識が進んできたが、男性が多い企業、

性別役割分担が強い風土の企業、中小零

細企業など、日本全体で検討すると、女性

の健康課題を職場の健康問題として認識す

る企業はまだ多いとは言えない。また男性

労働者、女性労働者それぞれの意識、考え

方にも多くの違いがある。特にライフスタイル

の違いがこの知識の違いに影響している点

も見られる。そのため、男女双方に知識を普

及させ、理解促進を進めることが必要である

と考えられ、この点については全員でディス

カッションを重ねた。 
また、産業保健スタッフの本テーマに

対する意識もあまり浸透していないと全

員の意見が一致し、企業内で研修会の講

師とになりえる産業保健スタッフへの教

育資材としても使えるよう、より意識し

て作成を行った。しかし医学知識のある

産業保健スタッフにはより深い知識が求

められる。本動画は一般管理職にも使え

るように資材を作成しているため、出典

を明記することで出典もとに当たっても

らい、必要な知識の自己学習へ進むこと

が必要であろうと考えられた。この点に

ついては動画を置くホームページ等に記

載するなどの対応を行う必要がある。 
また、今回作成しなかった管理者に求

められるスキルや実践シナリオについて

は、産業保健スタッフが職場内で対面研

修を進めていくには効果的なツールとな

る可能性がある。これらについては動画

ではない手段での提供がより使いやすい

と考えられ、今後どのように研修会を組

み立てていくかの見本を提示するととも

に、作成を検討していく必要があるだろ

うと考えられた。 
 
E．結語 
女性の健康課題に関する E ラーニングコ

ンテンツとして、管理職、同僚や人事、産業

保健スタッフを対象とした 10 本の動画を作

成した。1 本の時間を抑えることで、より見て

もらえる動画を意識した。今後は、この動画

をもとに職場における女性の健康課題に

関する研修をどのように実施してもらう

か、どう研修を組み立てていくのかを検

討する必要がある。また、法改正情報の更

新やパイロット研修を実施するなどして、



より研修として適切な動画に改訂してい

く必要があると考えられた。 
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（添付１）企業における E ラーニングコンテンツとして作成が検討された項目一覧 

1 なぜ、事業場で女性の健康管理を行う

のか？ 

事業者・人事労務担当者・管理職・産業保健ス

タッフ・全ての労働者 

2 女性健康課題に関する医学的な基礎知

識 

事業者・人事労務担当者・管理職・産業保健ス

タッフ・全ての労働者 

3 健康課題が業務パフォーマンスに与え

る影響 

事業者・人事労務担当者・管理職、（産業保健

スタッフ・全ての労働者） 

4 関連する法令と企業の安全配慮義務 事業者・人事労務担当者・管理職 

5 利用可能な会社制度や相談窓口に関す

る情報 

事業者・人事労務担当者・管理職 

6 【管理者に求められるスキル】傾聴と

コミュニケーション 

管理職 

7 【管理者に求められるスキル】問題解

決と調整 

管理職 

8 【管理者に求められるスキル】プライ

バシーの保護 

事業者・人事労務担当者・管理職 

9 【実践】シナリオ１：月経関連 人事労務担当者・管理職 

10 【実践】シナリオ２：妊娠 人事労務担当者・管理職 

11 【実践】シナリオ３：不妊治療 人事労務担当者・管理職 

12 【実践】シナリオ４：更年期障害 人事労務担当者・管理職 

13 【実践】シナリオ５：がん 人事労務担当者・管理職 

14 相談体制の整備 事業者・人事労務担当者 

15 事業場内の連携 事業者・人事労務担当者・管理職 

16 医療機関との連携 産業保健スタッフ 

17 女性健康課題に関する正しい知識 全ての労働者 

18 相談により得られる支援 全ての労働者 

19 治療・セルフケアにより得られる体と

業務ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの変化 

全ての労働者 

20 周囲の労働者によるアプローチ 全ての労働者 

21 自企業の現状の把握のススメ 事業者・人事労務担当者 

22 妊娠出産育児のための経済的支援 事業者・人事労務担当者・管理職 

 



（添付２）E ラーニングコンテンツ内容として作成したパワーポイント 

別紙 


